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（論文内容の要旨） 
 
 本論文は、古代から現代まで、立体造形として人間はどのように表現されてきたか、という歴史を研
究し、さらに自らの塑造制作を通して「人間」や「裸体と着衣」といったテーマへの考えを深め、新た
な創作の可能性を提示したものである。 
 筆者は、以前から、人体をモチーフとした写生表現を行い、モデルを観察することにより自然な人間
の造形に取り組み、現在もそれを深めている。博士課程ではさらに、社会に属する多くの人々が理解で
きるようなアカデミックな制作理念や人間表現の可能性を探求するために、社会の問題を重視し、考察
しながら制作を行った。 
 筆者は、人体写生を継続的におこなってきたが、これは人間の表面的な造形を単純に再現するだけで
はなく、更にその写生を通じて深く人間性の真実と本質を探求するためなのであった。造形した人体像
に服装を加えることも行ったが、人体の上に服装を作ることとは塑造にしかできない彫刻表現方法であ
る。モデルのポーズを変えないことを前提とし、そこに服装を着させることで、元の裸体像とはイメー
ジを完全に変えた着衣像をつくることができた。そのことで作品が新たに定義づけられた。技法におい
ても、形態においても、元からある人体に対し、服を着せるという一種の転換をすることは、作品の再
定義であり、更に同一者の不一致や二面性の深層についての意義を表出することでもある。造型と動態
が完全に一致する二体の裸と服の彫刻は、時間上は前後の関係にある。同じ空間に現れる重複の感じと
間違えやすい感覚や、対立による相互依存の矛盾性こそが私が観衆に伝えたい意図なのである。 
 第一章「『裸体と着衣』の歴史」では、社会と美学の広範な領域から｢裸体と着衣｣の歴史と制作理念を
解明した。先史以来、人間が自身の体に関心を持つのは自然な行為である。人類は自分自身の身体を注
目するところから出発し、世界や宇宙の規則を見つけ、「美」の論理体系を築きあげていった。人間の身
体は肉体と精神の綜合体である。そして、裸体とは着衣に対立する概念である。身体が服を着ていない
という意味で、裸体という概念が存在する。着衣は裸体の延長であり、裸体は着衣の前提だと言える。
この｢裸体と着衣｣の対立という概念は、社会的範疇も芸術表現の領域に存在すること、および人間の精
神的空間の中にも存在している。 
 第二章「『裸体』の彫刻、『着衣』の彫刻」では、主に立体造形芸術で｢裸体と着衣｣それぞれに固有の
表現や風格、特徴を分析し、次に作者によって異なる制作理念と深層の精神意識などを考察し、さらに
服を着せる意味を論じた。 
 第三章「塑造による彫刻の表現」では、土という素材による、彫刻の歴史を概観した。テラコッタは
彫刻の表現において最も素朴な技法のひとつである。その塑造による｢裸体と着衣｣の対立と融合の関係
を論じる。また材料面からは、柔らかい土から硬いテラコッタへの変化は、単なる物理変化ではなく、
芸術の形成過程なのである。この過程には、芸術家の知恵があり、技術の保障、さらに｢裸体と着衣｣の
対立や統一と関係することを読み解いていった。 
 第四章「『裸体と着衣』の対立を超えて－自作品について」では、筆者の制作プロセスと造形の形態を
結び付ける。｢裸体と着衣｣関連作品を技術的角度から分析し、制作の過程で筆者の実感した経験を読者
に提示し、作品の展開を説明する。筆者は制作過程でのこの点を重視している。すなわち裸の人体の段
階から着衣の作品を創作する過程において、完全に人体を覆わず、部分的に人体の形を残したのである。
このように、裸体と着衣がお互いに入り組むことで、視覚的に時間と空間さえも入り組んで感じられる
ことになる。また人体を作る過程で、筆者は人体を中性化する傾向がある。男性と女性の区別のないこ
の表現方法は私の服装についての創作観念にも影響を与えた。作品の表現は中性的な感覚を追求してい
る。 
 結論として、服装が社会意識の化身として、意識的に芸術という体の上に付け加えられ、互いに対立
し、かつ依存し、芸術は「裸の王様」のように幻想的なことではなく、様々に社会、宗教、民族、時代
という抽象なものを着替えられることを論じた。 
 最後に、提出作品〈主張者〉（2009年制作）の説明をしたい。これは皮を剥がれた人体像に、仏像のポ
ーズをとらせることで、生と死を越え、また現実と精神を越える崇高な感覚を造形した。解剖された死
体は横たわっているはずだが、世の中の風景を眺めるように皮剥ぎされた像をつくり出した。これは対
立の矛盾した関係の中から「越える」という可能性を表現したものである。この像を通して、筆者は以
前に勉強した美学の基本的な定義と知識を越え、全く新しい造形表現の可能性を提示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  図１ 作品〈主張者〉  図２ 作品〈裸体と着衣シリーズ 背景〉 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３ 作品〈裸体と着衣シリーズ 輪郭〉 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 本論文は、「裸体と着衣」という観点から、塑像彫刻における人体造形の可能性を探ったものである。 
 美術の歴史において、人体の裸と着衣というテーマは、もっとも主要なものの一つである。本論文の
筆者は、そのような大きなテーマと真正面から取り組み、それを自身の彫刻表現と結び付けようと試み
た。 
 第一章「『裸体と着衣』の歴史」では、裸体の美、着衣の起源などという問題を、ギリシア彫刻、ルネ
サンスの解剖図、ゴヤの絵画、さらにはヘルムート・ニュートンの写真などを議論の俎上にのせ、本論
文のテーマを大きな視点からとらえている。 
 第二章「『裸体』の彫刻、『着衣』の彫刻」では、取り上げる対象を絞り込み、彫刻に焦点を当て、筆
者の故国である中国の新石器時代や漢代の彫刻から議論を始め、西洋近代彫刻のロダン作『バルザック』、
さらには平櫛田中の『鏡獅子』などの作品を取り上げ、裸体像と着衣像の比較考察を行っている。 
 第三章「塑像による彫刻の表現」においては、第二章での「彫刻」という観点から、さらに対象を絞
り込み、塑像彫刻についての議論を行っている。ここでは筆者自身が調査した、中国山西省にある双林
寺の塑像彫刻や、秦の兵馬俑、さらには奈良時代・天平美術の塑像などを例に、塑像技法の特徴を分析
し、それが「裸体と着衣」という表現にいかに有効なものであるかを確認させてくれる。 
 そして最後の、四章「『裸体と着衣』の対立を超えて」では、取り上げる作品を自身の彫刻に絞り、現
代社会において、彫刻の人体造形にどのような可能性があるかを、実践的に論じている。 
 「『着衣と裸体』の問題は、本質的に芸術と社会の複雑な関係を反映する」と筆者は主張する。芸術が
社会に対して、どのような問題提起が出来、そこにどのような解決の道筋を示すことができるか。筆者
は、自身の彫刻作品をベースにして、その上にさまざまな視点からの論考を展開した。 
 本論文において筆者が取り組んだテーマは、美術におけるもっとも大きな問題であり、そこにひるむ
ことなく真正面から取り組んだ姿勢は、高く評価できる。また論文の構成においても、「裸体と着衣」の
歴史から始めて、彫刻、さらには塑像彫刻、そして自身の作品へと、徐々に対象を絞っていく論旨の展
開は明快であり、よくまとめられている。そして筆者の故国である中国の美術、そして日本の東京藝術
大学で学ぶことで知った日本の美術、さらにはヨーロッパの美術にまでも幅広く目を配り、それらを自
らの美の問題として消化して、自身の彫刻作品へと結晶させていった。つまり論文と作品の関係もよく
できている。 
 よって本論文を、博士論文として評価し、合格としたい。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 張崴は上記３点の作品を提出した。３点とも２体の人体像で構成されている。〈裸体と着衣シリーズ〉
の２点は論文の題目にあるように、「裸体」と「着衣」をテーマにした２つの人体をセットにした作品で
ある。張は「着衣」の像で表している服は社会的な意味や記号を持つものであると言う。確かに彼の母
国で、中国人民服だけで表現した彫刻家隋建国の作品は毛沢東を表現しているという例もある。〈裸体と
着衣シリーズ 背景〉は等身（よりやや大きい）裸の男性像と背広を着た男性像で構成されている。人
間本来の姿（本質）と社会的背景を映し出そうとすることで、芸術と社会の関係を映し出そうとする張
の意図が読み取ることができる。張の作品はテラコッタでできている。テラコッタは原型である人体を
粘土で制作した後「型込め法」といって、石膏のめ型をつくり、それに粘土を込めて型をはずし焼成す
る方法と、制作した人体そのものの内部の粘土をかき出し（空洞にし）焼成する「かき出し法」がある。
張はこの２つの技法を組み合わせて〈裸体と着衣シリーズ〉を完成させた。すなわち裸体のほうは「型
込め法」で型をとり型込めの後、焼成する。一方、着衣のほうは、め型をとった後の残った原型である
裸体像を壊さずそれに着衣をつくり、「かき出し法」で空洞にした後、焼成したしたわけである。作品の
テーマをテラコッタでのみ可能な２つの技法をうまく使用することで実現した。 
 〈裸体と着衣シリーズ 輪郭〉は等身大の女性が膝を曲げて横たわっているポーズである。張によれ
ば「生」と「死」を意味すると言う。張崴の表す人間はスマートで、彼が言うようにあまり個性を感じ
ない。しかし彫刻としての人体像としても完成度が高く優れている。そして裸体と着衣の像で「芸術」
と「社会」ということを考えさせてはくれる、ただ「社会」と彼が言う場合、張はどのような視点で何
を訴えようとしているのかを、さらに探って行くと良いのではと思う。 
 一方〈主張者〉は提出作品の中では最も新しい作品である。この作品も２体の人体で構成されてはい
るが、サイズの違う像でできている。男性は半身皮膚がはがされ筋肉がむき出しの状態で座っている。
半分は皮膚が着衣のようについた状態で制作されている。張はこの〈主張者〉で人間の内面を抉り出そ
うとした「人間に対して重なり合う表面を覆うものを取り除き、人間性の本質を暴き出し、裸体と着衣
の対立を超えるという以上の、更に深い問題をはらむのである。」と記す張は、新しい「主張」を作品と
して出現させようと試みた。その試みは始まったばかりではあるが、確実に前に踏み出した。その前に
進もうとする姿勢は彫刻を表現とする者として大いに評価したい。 
 〈主張者〉〈裸体と着衣シリーズ 背景〉〈裸体と着衣シリーズ 輪郭〉の３点を博士提出作品として
審査し、審査員全員合格と判定した。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 論文の主題となる「裸体と着衣」は、彫刻表現における芸術の価値観と可能性について自身の制作体
験を論考したものである。張崴の彫刻に対する考え方は、母国中国の急速な近代化の影響による社会変
化と人民の普遍的な姿を彫刻として表現するために自身の彫刻表現と結び付けようと試みている。 
 この考察を通して今後の彫刻の制作において大いに反映されるものであり、より深く力強い彫刻芸術
の展開がされていくものと期待できる。 
 また中国留学生である張威は、日本で学び得た経験と知識を母国にもちかえり、そこで後進の育成や、
芸術教育に大いに役立てることが期待できる。以上のことから、本論文に示された学識と、彫刻への独
自の考察は、高く評価できる。 
 作品における審査は、提出されたテラコッタの３作品について行われた。彫刻は、張崴の中国の大陸
を背景とした人間と社会の歴史に加えて芸術と社会の関係を映し出そうとする張の意図と彫刻における
自己の本質的な表現性を見いだすための研究として制作されている。それら表現性の研究は、テラコッ
タ素材を基本とする塑造彫刻としての造形展開、具象表現の展開がさまざまな手法により研究され、こ
の度の作品制作に及んだものであり、現代の多様化したさまざまな表現を研究することで表現領域の拡
大を図っている。 
 「主張者」2009、「裸体と着衣シリーズー風景」2009、「裸体と着衣シリーズー輪郭」2009は、約800℃
で焼成された呼吸感のある質感と柔らかな空間性を求めたものとなっており３体の人物像を空間構成し、
それらを対等化することによって心理的距離感を表し「裸体と着衣」の社会性と時間性を鑑賞者に自覚
させる作品は、彫刻の可能性と表現性において充分に展開されていると評価された。 
 審査の結果、博士論文、作品ともに主査、副査全員の評価が合格と判定された。 
 
